
きらり日野町創生戦略のポイント ～まちが持続していくために～

Ⅰ 移住・定住
〇「ふるさと日野あゆプロジェクト」 ＝ 米子をはじめ町外から町出身者を呼び戻す！

日野町からの転出超過の大半を占める米子市などから、日野町で生まれ育った人たちに日野川を遡上する
鮎のように町に帰ってもらうＵターン促進を最優先で取り組む。

＜Ｕターン促進施策のパッケージ化＞
①ふるさと住民票 ②情報提供・相談 ③住宅、働く場の確保など受入環境整備 ④各種生活支援

○地域おこし協力隊の拡充！
Ⅱ 子育て・教育
○日野高校の魅力向上！（日野郡３町連携による）
○病児保育など手厚い子育て支援とⅠＣＴなど都市部を上回る充実した教育環境の推進！

Ⅲ 産業・雇用
○遊休施設を有効活用し、事業所、店舗の誘致による雇用創出と賑わいづくり！
○起業支援、商店・事業所の継業等支援！日野町特産品のブランド化！

Ⅳ まちづくり
○たたら文化など他にない地域資源を活かしたまちづくり！
○古民家リノベーションによる交流拠点等の整備！ ← ※若者プロジェクト提案！

Ⅴ 保健・医療・福祉
○日野病院と鳥取大学との連携による地域包括ケアシステムの推進！

【将来の人口目標（ビジョン）】
◎１０年後には、小学校入学生20人以上を確保

①合計特殊出生率が2040年以降は2.07をキープ（人口を維持できる水準）
②毎年、３組の４人家族(夫婦と子供２人)、計１２人が移住

【内閣府による日野町人口推計】
●自然増減、社会増減がこのまま推移すると

４５年後の人口は、現在の１／３に減少！
（2015年） （2040年） （2060年）

3,362人 ⇒ 1,861人 ⇒ 1,092人

出雲街道の町並み日野川を遡上するあゆ 日野病院日野高校 元日野サンプラザ電子黒板を活用した授業


